
日本国憲法 前文 1音言己テスト
日本国民は、正当に選挙された国会における (

の子孫のために、 ( )との (

(     )の もたらす恵沢を確保し、 (

)を通じて行動し、われらとわれら

)による成果と、わが国全土にわたつて

)の行為によつて再び ( )の

)に存す惨禍が起ることのないやうにすることを決意し、ここに ( )が (

ることを宣言し、この憲法を確定する。そもそも国政は、国民の厳粛な信託によるものであつて、

その (

し、その (

)は (

)は (

)に由来し、その権力は国民の (

)がこれを享受する。これは (

)がこれを行使

)の原理であ

り、この憲法は、かかる原理に基<ものである。われらは、これに反する一切の (     )、

(    )及 び (

日本国民は、 (

であつて、 (

)を排除する。

)を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深<自覚するの

)を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの ( )と

)を維持し、専制と隷従、圧

)において、名誉ある地位を占

)と (

(     )を 保持しようと決意した。われらは、 (

迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる (

めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとし<( )から免か

れ、平不□のうちに ( )を有することを確認する。

われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであつて、

政治道徳の法則は、 ( )なものであり、この法貝」に従ぶ、ことは、 ( )を維

持し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務であると信ずる。

日本国民は、 (

誓もヽ。

)にかけ、全力をあげてこの ( )と目的を達成することを
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日本国憲法 前文

目珠画罠は、土望に選撃された面答における代表者を通じて待動し、ゎれらとわれらの子孫

のために、藷由負との滋ネiによる晟菓と、わが箇杢■にわたつてピ品のもたらす慧換を標繰し、

政府の行為によつで育び戦争の惨禍が起こることのないやうにすることを決意し、ここに主権

が菌気に浮することを萱讐し、この暮種を権楚する。そもそも菌裁は、首罠の最螢な信託による

ものであつて、その権威は画罠に由来し、その権力は首負の筏裏暑がこれを行使し、そめ福禾iは

国民がこれを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基くもので

ある。われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔勅を排除する
にはんこくみん    こうきゆう  へ ヽ`わ  ねんがn    にんげんそ うご  かんけい  しは ヽ`    すうこう  りそ う  ふか  しか く

日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するの

であつて、羊絹を整する藷画気の委■と橿望に稽結して、ゎれらの婆基と≧簿を撫持しようと

決意した。われらは、年絹を維持し、羊執と隷従、た道と篇張を地工から泉鐘に際芸しようと勢

めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひと

しく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。

われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他1国を無視してはならないのであつ

て、鼓洛遣総の霧負iは、善遠謁なものであり、この経貫iに築抵、ことは、自国の呈権を維持し、

他国と持辱簡株に立たうとする客菌の質揚であると稽ずる。

目珠菌後は、菌家のを普にかけ、全力をあげてこの禁嵩な垣想と百謁を逹晟することを讐ふ。

第一条

美量は、日珠画の家額であり冒黎菌罠続番の家薇であつて、この亀住は、量権の諄する日稼

国民の総意に基く。

第九条

①目珠由罠は、主義と緩岸を基誦とする自藤羊絹を識奨に希栞し、首権の晃勤たる戦事と、議男

による巌嚇又は武男の石後は、首謀絡事を鷺浜する半製としては、永久にこれを放棄する。

②前項の首謁を窪するため、建鯰墾肇その花の野男は、これを燥持しない。菌の養戦継は、これ

を認めない。

第十一条

菌民は、すべての基本的人権の享有を萌げられない。この讐私が画気に棟障する基末謁災椎

は、穫すことのできない永久の権猫として、境注笈び籍菜の画気に等えられる。


